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　 日的　従 来 の 発 達 的 研 究 で は．年 長 児の 方が ，年 少

児 よ り も選 別機能 に お い て 優れ て い る と い う結果 が 示

さ れ て い る 。 こ の 年令差 は，Shepp ＆ Swartz（1976）

に よれば知覚 と注意 の 発達過程 に お い て ，年少 児 は あ

る 複数 の 次 元 で 変化す る視覚的刺激 に 対
．
して 区別 さ れ

な い 次 元 と し て 知党する 。
こ れ に 対 して Cappman

（1981）は，知覚発達 は，発達 に よ っ て 注意 の 柔軟性 が

大 きくな り，そ れ に よ っ て状 況 に 応 じて 随意 に しか も

意図的 に 注意領城 を変 化 さ せ る こ とが 卩∫能 に な る と
一
辷

張 して い る、，しか しな が ら，Shepp ＆ Swartz とCha ・

pman との 教 示 差 が 実験 結 果 に 影響 を お よ ぼ した と 孝

え ら れ る 。

　 実験 I

　 ！i的　教示効果 が ど の ように 影響す るか を検 討す る．

　 方法 　被験 者 ：幼稚 園児 （年令 6 才 ） 4e名，小学生

（年令 10才）40 名，大 学 生 （年令 2σ才） 20名。

　刺激材料 ：Shepp ＆ Swartz （1976＞と 同 じ刺激材料

を使用する。

　 f．続 ： 色相 と明 度 との 次元 で 変化す る ドア の 色 を被

験者 が い ず れ か の 次 元 の 変 化 に 従 っ て 2 つ に カー ド分

類する作業で ある、，

　条件 ；カー ド分 類作業 内容 に よ る ：1条件 と教示 に よ

る ：S条件 か ら な る。す なわ ち， 3x3 の 9 条件 で あ る，，

　カ
ー

ド分 類作業 内 容 に よ る条件 は　  相関条 件， 

単 純 次 元 条件，  直交 条 件 で あ る。

　教がに よ る 条件 は 以 下 の 通 りで あ る。

  教示 な し条件 ： カ ード分 類作業 をす る前の 実験 に つ

い て の 説 明 及び 教 示 を行な う時 に の み 「で き る だ け ？．

くカード分 類 して くだ さ い 」 と い うよ う な教示 が な さ

れ る。分類行動 に 対 して は教示 はなされな い 。

  教 示 あ り50％ 条件 ：被 験 者が 32回 の 分 類 行動す る う

ち，ラ ン ダ ム に 16回 グ）分類行動 に 対 して 教 示 をす る。

  教示 あ O　100％ ：被 験 者 が 32回の 分 類 行 動 す るこ と に

教示をす る。

　結果　各条件 の カード分 類 に 要した 平均反応時間 を

Table　 l 〜3 に 示す。教示 な し条件 の 緕果 をTable　 1

に，教 示 あ り50％条件 の 結果 をTable 　 2 に ，教示 あ り

ioa ％ 条件 の 結果 をTable　3 に 示 す。

　 教 示 な し条件の 結果 ：　 6 才児の 場合 は 次元間 （色

季凵，　H月1｛），　及 し9
’
，　条 f牛問　（Co．，　Si．，　 Or．）　：こ有意差力f

兄 られ る （P 〈．Ol）。　 さ ら に ，次 元 x 条件 の 交互 作用

も有意 で あ る。10才 と 20才 の 場合 は，次元 問，条件 間，

さ らに，交互 作 用 に 差は 見られな い 。

　教示 あ り50％条件 の 結果 ：　 6 才児の 場合，及 び ，

10 才と20 才の 場合 とも教示な し条件の 結果 と同 じで あ

る 。

　教示 あ り100 ％ 条件 の 結果 ： C．才児 の 場合に 誤 反 応

が 多 く見 られ た。それ ゆ え，Chapmar ，と，Shepp ＆

Swartz の 基準 に 従 い デ
ーター

処 理 を行 な っ た。デ
ー一

ター処 琿 が r・∫能 に な っ た 6 才 児 は 15名で あ る。 6 才児

の 場 合，及 び ，10才 と20才 の 場合 と も教示な し条件 の

結果 と岡 じ傾向 が 兄 られ る。

　教示条件 の 比較 ：　 6 才児 の 場 合で は 両次元 と も分

類 速 度 は，教示 あ リ100 ％ 条 件 〉教 示 あ り50％ 条 件 〉

教 示 な し条件 で 速 い 関係 が 見 られ る。誤反応 は，両次

元 と も教不な し条件 ≦教示 あ り50％条件 く教示あ1，　100

％ 条件で の 関係が 見 られ る、，ユ0才児 と20才 の 場合で は

分類速度 は 6 才児 と同 じ傾向が 見 ら れ る 。

　考察 　本実験結果 は 先 の 研 究 （倉 戸 ・倉戸，1982，

倉戸 ・倉戸，1983 ） とi司じくShepp ＆ Swartz と同 じ

結果 を得 た。さ らに ，本実験結果は 先 の 研究 （中禮 ・

阿 知 波
・片 1【い 貪戸 ・倉戸 ，

ユ983） と 同 じ教示効果 を

示 した c

　 実験 II

　 R的　教示効果 が ど の ように 影響す る か を検討 す る 。

　 方法 　被験者 ：幼稚園児 （年令 6 才） 30名，小学 生

（年令 10才 ） 40名，大労塗 （年令20 ぞ） 20名。

　刺激材料 ・手続 ：実験 1 に 同 じ。

　条件 ：カ ー．一
ド分類作業内容 に よ る 3 条件 と教示 に よ

る 4 条件 か ら な る 。 すなわ ち， 3 × a の 12条件 で あ る。

カ ー
ド分類 f乍業内容 に よ る条件 は 実験 1 に 1司 じ。

　教示 に よる 条件 は以 Fの 通 り で あ る。

  教 示 な し条 件 ：実験 1 に 同 じ。

  教示あ り 前条件 ：被 験 者が 32回の 分 類行動す な わ ち ，
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最初 の 10回の 分類行動 に 対 して 「で きる だ け 早 く，カ

ー
ドを分類 して ドさ い

。 」と教示す る。

  教示 あ り中条件 ：被験者が32回の 分類行動す る うち

最 初 か ら12回目か ら の 10回分 類行動に対 して 教示す る。

  教示 あ り後条件 二被 験者 が 32回 の 分類行動する うち，

最後の 10回 の 分類行動 に 対 して 教示す る 。

　 結果　各条件 の カ
ー

ド分類 に 要 した 平均 反 応時間 を

Table 　 4 − 7 に 示 す。教 示 な し条件 の 結果をTable　4

に ， 教示 あ り前条件の 結果 をTable　 5 に ，教示 あ り中

条件 の 結果 をTable　6 に，教示 あ り後条件の 結果をT・

able 　7 に 示 す。

　 教示 な し条件 の 結果 ： 6 才児の 場合は，次 元 間，及

び ， 条件間 に 有意差 が 見 られ る（P 〈．01）。　 さらに
，

次元 × 条件 の 交互作用 も有意 で あ る。10才 と20才 の 場

合は 次元間，条件間，さらに，交互作用 に 差 は 見 られ

ない 。

　 教示 あ り前条件の 結果 ： 6 才児の 場合，及 び，10才

と20才の 場合 とも教示 な し条件 の 結果 と同 じで ある。

　教 示 あ り中条件 の 結果 ： 6 才児，及び ，10才 の 場合

に 誤反 応 が 多 く見 ら れ た c デ ーター／処 理 は 6 才児 は ユ5名 ，

　 　 TA 巳LE 　 1 （No 囗 〕

Mean 　Sort  g　Tir額es 」（Sec．）

SubieCts　 　 Type 。f　stimulas 　set

Age　　Dlmens   　　Co・　　Si・　　Or・

Chiklmo
　 （6 ）

Children
　 〔10，

Muits
　 〔20⊃

Hue　　　 81．75　 sa3S　13298
Velue　　　　　74S7 　　74．98　　9tL37

H 凵e 　　　　50，89　 51．72　 5299
Value　 　 33」1　 334×3　 33SO

H 凵 e 　　　4C．32　41．38　4t87
Value 　　　　3123 　31．38　3252

　 　 TABLE2 〔50 ％】

Mean　Serting　Times．　CSec・）

Subiects　 　 　 Type　of　s廟m 伽 s　set

Age 　 Dimension　 Co．　　Si・　　O 「・

Chik直ren
（6 ，

Children
　 【10）

Adults
（20｝

H ロ 0 　　　80．43　82，15　11t．72
Va凸uo 　　　　72．00　72．78　　92」11

Hue 　　　 50．03　50．12　51，18
Value 　 　 32．00　32．98　33，08

Hue　　　40．32　40．99　41．79
＞hlue　　　31．33　31▼38　32．61

　 　 TABLE 　 3　 qOO ％】

Mean 　Serting　Times．　CSec・）

Sロ嫡ects 　　　　　　　Type　of　stirTvius 　set

Age　 αmensi   　 Co．　 Si・　 Or・

Children　Hue
（6 】　 Value

Chiklren　 Hue
（10，　 Value

Adults　 HL，e
〔20，　 Va   e

80，00　80．97　U1 ．32
71．90　71鹽鱗 　　eets

5α OO　5ao3 　51．17
320D 　3273 　31ca

40．31　40 ．81　41．64
3a 　re　31．21　 3226

ユ0才 は，20名である。6 才児 の 場合 ， 及 び 10才と20才
の 場合 とも教示 な し条件の 結果 と同 じ傾向 が 見 られ る。

　教示 あ り後条件 の 結果 ： 6 才児の 場合 に 誤反応 が，

多 く見 られ た 。 デ ーター
処 理 が 可能 に な っ た 6 才児 は

23名 で あ る。 6 才児 の 場合 ， 及 び ，
IO才 と20 才 の 場合

と も教示な し条件 の 結果 と同 じ傾向が 見 られる。

　教示条件 の 比較 ： 6 才児の 場合で は，両次元 と も分

類 速 度 は，教示 あ り前条件 〉教示 な し条件 〉教 示 あ り

後条件．〉教示あ リ中条件で 速 い 関係が見 られ る。誤反

応 は 両次元 と も教示 あ り前条件≦教示 な し条件 く教示

あ り後条件 く教示 あ り中条件 の 関係 が ，見 られ る。

　考察　本実験結果 は，実験 1 と同 じ くShepp ＆ Swa −

rtz と 同 じ結果 を 得 た。

　 　 TABLE4
  Sort  g　Tirnes．（Sec．）

S凵bjects　　　　　　　τype　of 　Stitm」lus　 set

Age 　 Dimens   　　Co 、　　Si．　　 Or．
C量1i  H ロe

（6 〕　 Vhlue
Child陀 n 　Hue

〔10〕　 Va  B

Ad凵lts　　Hue
〔20｝　 Vaiue

83．87　85．　01143．ア8
8qo38 α 241Q1 ．19
51．77　5t．98　5216
41．9842 　OO 　4a 　38
40 ．39 　4 可．01　4¶．78
32．16 　32．48　33．01

　 　 TAB しE　 5

Mean　Serting　Times，〔Sec．，
SubiectS　　　　　　　 Type 　of　stimulus　3et

Age　 Dim  8i ◎n 　　Co．　　 Si．　　 Or ．
Children
　 （6）

Chiidren
　 （！O⊃

Adults
　 口e】

Hue　　　81」3　82．09131 ．33
VaIue 　　　80．00 　80．13　98．09
Hue 　　　49 ．6349 ．99 　50．11

Valug　　，40 ．78　4〔⊃．98　4 て．11
Hue　　　40．21　40．58 　41．00

Value 　　　　32．16　3228 　32己98

　 　 TABLE 　6
Mean　Sorting　Times．　（Sec．〕

Subjects　　　　　　　 Type　ef　stimulus 　 set

Age　　Dimension　　Co．　　 Si．　　 Or．
Children
　 〔6）

Children
　 （10⊃

Adults
　 〔20）

HueValueHueVal

凵eHueValue

　 　 τABLE
Mean　Seding　TTmes．（Sec．）

95L　83　 ga σ716199
92 　OS　93 　CO　12tL“

51．78　51．99　5238
41．03　4≧00 　4a 　78

41．39　41．59 　42，00
3227 　32．98　脇 28

　 ア

Subjects　　　　　　Type 　of 　stimulus 　set
Age 　 Dimension　 Co，　 Sf．　　Or．

ChiTdren
〔6 〕

Children
〔to〕

Adult5
〔20，

HueV
自  oHueValueHueValue

947795 　04　153　97
9tg8 　SU ◎31tl．11
51」68　51．79　52　43
4211 　4222 　tl6 　e3

4q28 　4qg9 　41．38
3a16 　3a28 　3418
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